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大統領の「2025国家安全保障戦略」は、他国を強制する自由をアメリカの国家

主権の本質とみなしている。これが放置されれば、アメリカ合衆国を苦しめる

不吉な文書となるだろう。 

 

ドナルド・トランプ大統領が発表した 2025 年国家安全保障戦略(NSS)は、アメ
リカの力を新たにする青写真とされている。それは四つの点で誤った考え方に
基づいて案出されており、とても危険なものだ。 

第一に、NSS は、米国が特別に優秀な存在だという過剰な感覚にとらわれてい
る。つまり、アメリカが権力のあらゆる重要な側面で比類なき優位性を持ってい
るという信念。 

第二に、非常にマキャヴェリ的な世界観に基づいて、他国をアメリカの利益のた
めに使える道具として扱っている。 

第三に、国際法や制度を米国と世界の安全保障を共に強化する枠組みとしてで
はなく、米国の主権にとって負担になるものとして軽視する、単純なナショナリ
ズムに基づいている。 

第四に、トランプがCIA や軍を使う暴力的な手法を示している。NSS の発表か
ら数日の内に、米国は公海上でベネズエラの石油を運ぶタンカーを大胆にも拿



捕した。その船が以前、米国のイラン制裁に違反していたという薄弱な理由によ
るものであった。 

この拿捕は差し迫った脅威を避けるための防御措置ではなかった。米国による
一方的な制裁を理由して公海上で船舶を拿捕するのは合法とはとてもいえない。
そのような権限を持つのは国連安全保障理事会だけである。 

むしろ、この拿捕はベネズエラの政権交代を強制するための違法行為である。こ
れに先立ってトランプは CIA に対し、ベネズエラ国内で政権を不安定化させる
秘密作戦を実施するよう指示したと宣言していた。 

アメリカの安全保障は、いじめっ子のような振る舞いで強化されることはない。
それは構造的にも道徳的にも戦略的にも弱体化されるだろう。大国が同盟国を
恐れさせ、隣国を強制し、国際ルールを無視すれば、最終的に自ら孤立すること
になる。 

言い換えれば、NSS は単なる紙の上での思い上がりではなく、大胆な実践へと
急速に変わっている。 

現実主義の輝きは一瞬で傲慢さに代わる 

公平にみると、NSS には長らく待ち望まれていたリアリズムも垣間見える。そ
れはアメリカが世界全体を支配することはできないし、またすべきでないこと
を暗黙のうちに認めている。また一部の同盟国がアメリカを真の利益に反する
高コストな戦争に巻き込んだことを正しく認識している。また、少なくとも言葉
の上では、全てを飲み込む大国十字軍から一歩身を引いている。また、アメリカ
は普遍的な政治秩序を押し付けることができるし、そうすべきだという幻想を
否定している。 

しかし、その謙虚さは長くは続かない。NSS はすぐに、アメリカが「世界最大
かつ最も革新的な経済」と「世界有数の金融システム」、「世界で最も進んで最
も収益性の高い技術分野」を有し、「世界で最も強力で有能な軍隊」に支えられ
ていると主張する。これらの主張は単なる愛国主義の確認ではなく、アメリカの
支配を利用して他者に条件を押し付けることを正当化している。この傲慢さの



矛先には小国がいるようにみえる。なぜなら、アメリカは他の大国、特に核保有
国は打ち負かすことができないからだ。 

露骨なマキャヴェリズムの教義 

NSS が示す傲慢さは、むき出しのマキャヴェリズムに結びついている。NSS が
問うているのは、アメリカと他国が相互利益のためにどのように協力できるか
ではなく、市場、金融、技術、安全保障の面でアメリカが持つテコを他国から最
大限の譲歩を引き出すためにどのように活用するかどうかである。 

これは特に西半球についての議論で顕著に現れ、モンロー・ドクトリンの「トラ
ンプの補論」を宣言している。アメリカはラテンアメリカを「敵対的な外国の侵
入や重要資産の所有から解放し」、同盟や援助は「敵対的な外部の影響を縮小す
ることを条件とする」と宣言している。その「影響力」が中国の投資とインフラ、
融資を指すのは明らかだ。 

NSS は明確に述べている。「『我々に最も依存し、したがって我々が最も影響
力を持つ国々』との米国の協定は、アメリカ企業と単独調達契約を結ばなければ
ならない。米国の政策は「地域にインフラを建設する外国企業を排除するために
あらゆる努力を尽くすべきであり、世界銀行のような多国間開発機関も『アメリ
カの利益に奉仕する』ように再編すべきである」 

多くのラテンアメリカ政府は、米国と中国の双方と幅広くに貿易している。にも
かかわらず、実質的にこう言われている。「我々と取引しなければなら。中国で
はなく我々と取引しなければ、報いをうける」。 

そのような戦略は戦略的に未熟だ。中国は世界の大部分、西半球の多くの国々の
主要な貿易相手国だ。米国はラテンアメリカ諸国に中国企業の追放を強制する
ことはできないし、その王な企ては米国の外交に大きな損害を与えるだろう。 

親しい同盟国たちへの乱暴が警戒される 

NSS は「主権と尊重」の教義を掲げているが、実際の行動はすでにその原則を
米国の主権、その他の国の脆弱性にまで変えている。驚くべきことに、新たに出



現したこのドクトリンが今やラテンアメリカの小国だけでなく、アメリカの最
も近い同盟国であるヨーロッパでさえも震撼させていることだ。 

注目すべき展開として、アメリカの最も忠実な NATO パートナーの一つである
デンマークが、アメリカを国家安全保障に対する潜在的な脅威と公然と宣言し
た。デンマークの防衛計画担当者は、トランプ政権下の米国はグリーンランドに
対するデンマーク王国の主権を尊重するとは限らず、アメリカによる強制的な
島奪取の企てに備えなければならない緊急事態であると公然と述べた。 

これは幾重にも驚くべきことだ。グリーンランドにはすでに米国のピチュフィ
ク宇宙基地の拠点であり、西側の安全保障システムの中にしっかりと位置
している。デンマークは反米でもなければ、ワシントンを挑発しようと
もしていなし。それは単に、アメリカが友好国にも予測不能な行動をと
り始めた世界にたいする合理的な対応に過ぎない。 

コペンハーゲンがワシントンに対する防衛措置を検討せざるを得ないと感じて
いることは、多くを物語っている。これは、米国主導の安全保障体制の正当性が
内部から侵食しつつあることを示唆している。デンマークでさえアメリカに対
して危険回避の対策をしなければならないと考えているなら、問題はもはやラ
テンアメリカの脆弱性ではない。かつてアメリカを安定の保証者と見なしてい
た国々が、今や攻撃者と見なすようになった信頼性の体系的な危機だ。 

要するに、NSS は大国間の対立に注がれていたエネルギーを、小国へのいじめ
に向けているように見える。アメリカが海外で数兆ドル規模の戦争を起こすこ
とにやや消極的であるように見える一方で、制裁、金融強制、資産差し押さえ、
公海上での窃盗を武器化する傾向が強いのだ。 

失われた柱:法、相互性、そして品位 

NSS の最大の欠陥は、アメリカの安全保障の基盤として国際法、相互主義、基
本的な良識にたいする決意を蔑ろにしていることであろう。 

NSS は、世界的な統治構造を米国の行動に対する障害と見なしている。トラン
プ大統領は先の国連演説で、気候危機対策での協力を「イデオロギー」、さらに



は「でっち上げ」と一蹴した。国連憲章を軽視し、国際機関を主にアメリカの優
遇に従わせるための道具として捉えている。しかし、歴史的にアメリカの利益を
守ってきたのはまさに法的枠組みや条約、予測可能な規則だった。 

アメリカの建国者たちはこれを明確に理解していた。独立戦争後、新たに主権を
持った 13州はすぐに憲法を採択し、課税と防衛、外交に関する主要な権限を統
合した。これは州の主権を弱めるためではなく、連邦政府を創設して主権を確保
するためでした。第二次世界大戦後のアメリカ政府の外交政策も、国連、ブレト
ンウッズ諸機関、世界貿易機関、軍備管理協定を通じて同様の役割を果たした。 

トランプのNSS は今、その論理を逆転させている。他者を強制する自由を主権
の本質として扱っている。その観点から見ると、ベネズエラのタンカー拿捕事件
とデンマークの不安は新政策の表れといってよい。 

アテネ、メロス、ワシントン 

このような傲慢さはアメリカを再び苦しめるでしょう。 

古代ギリシャの歴史家トゥキディデスは、紀元前 416 年に帝国アテネが小さな
島メロスと対峙した際、アテナイ人は「強者はできることをし、弱者は苦しむべ
き苦しみを味わう」と宣言したと書いています。しかし、アテネの傲慢さは破滅
につながった。12年後の紀元前 404年、アテネはスパルタの手に落ちた。アテ
ナイの傲慢さ、過剰な権限の拡大、そして小国への軽蔑が、最終的に同盟を崩壊
させる一因となった。 

2025 年の NSS も同様に傲慢な口調で語っている。それは法に対する権力、同
意に対する強制、外交に対する支配の教義だ。アメリカの安全保障は、いじめっ
子のように振る舞っても強化されることはない。それは構造的にも道徳的にも
戦略的にも弱体化するだろう。同盟国を恐れさせ、隣国を強制し、国際ルールを
無視する大国は最終的に自らを孤立させる。 

アメリカの国家安全保障戦略は、全く異なる前提に基づくべきだ。すなわち、多
様な世界の受け入れ、主権は国際法を通じて強化されるものであり、減少するの
ではないという認識、気候、健康、技術に関する世界的な協力が不可欠であるこ



との認識;そして、アメリカの世界的な影響力は強制よりも説得に大きく依存し
ていることを理解することだ。 
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